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この文書は，画像電子学会(The Institute of Image Electronics Engineers of Japan)の視覚・聴覚支援システム
(VHIS)研究会(IIEEJ SIG on Visual and Hearing Impaired Support)のメンバに対して，IEC TC 100/TA 16の活動を紹
介するために，2015年4月のIEC TC 100/TA 16のミラノ会議に参加した小町によって，作成された。 

1. はじめに 

アクセシビリティを含んでさらに広い範囲をカバーするAAL(ambient assisted living，その後 active assisted 
living．国内では，AALに関しては，2013年頃から"自立生活支援"という訳語が使われ始めたが，行政が進める"自立生
活支援の事業"が扱う自立生活支援とはスコープを異にするため，ここでは"積極生活支援"という訳語を使う．)は，
ヨーロッパにおいて2011年から検討が開始され[2]，その国際標準化がIEC(国際電気標準会議)に提案された． 

このAALの国際標準化要求に対して，マルチメディア関連技術の標準化を担当するIEC TC 100では，まずTC 100/AGS
(advisory group on strategy)においてSS(study session) 2 AALが組織され[1]，複数のプロジェクトが活動を開始し
た[2]．その後2014年6月には，AALを扱うTA 16 (active assisted living, accessibility and user interfaces)が設
立された[3]． 

このTC 100の活動と並行して，IECのSMB(standardization management board, 標準管理評議会)においても，SMBの直
下に設けられたSG(strategic group) 5が，IECとしてのAALの取組みについて議論を行い，その後，実際に規格を作成
するSyC(systems committee) AAL[4]が設立されて，IEC中央事務局をsecretariatとする活動が行われている． 

画像電子学会においては，視覚・聴覚支援システム研究会の活動がこれらのAALの活動と関係が深いため，IEC TC 100
でのAALの活動は，その初期の段階から，筆者らによって研究会資料等[1][2][3][5]によって紹介されてきた．2015年
の4月には，TC 100/TA 16がミラノにおいて2回目の国際会議を開催して，多くのトピックが議された，本稿ではその概
要をお知らせし，今後の課題を検討する． 

2. ミラノ会議におけるTA 16会議の位置付け

図1にミラノにおけるTC 100関連会議の日程を示す．AALを扱うTA 16会議は初日(4月20日)に開催され，そこでの勧告が
AGS(advisory group on strategy)およびAGM(advisory group on management)の会議に報告されて，必要に応じてTC 
100としての対応が審議された． 

図1 2015年4月のミラノにおけるTC 100関連会議の日程 (セルの中の文字は会議室番号) 
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3. TA 16での主な議論

4月20日のTA 16会議で審議されたagenda items[6]は次のとおりである． 

• Hbb4All project and NP introduction 
• IEC 62944 digital television accessibility 
• Update of AAL associated activities 
• Maintenance of IEC 62731 text to speech 
• Amendment of existing TR on accessibility 

これらに関する主な議論を次に示す． 

3.1 Hbb4All project and NP introduction

HBB4ALLは，HbbTV(the European standard for Smart TV or Connected TV)に基づいて，ヨーロッパ中のどのようなプ
ラットフォーム(テレビ，PC，スマートフォン，タブレットなど)に対しても，字幕，音声解説，手話通訳を用いたアク
セシビリティを含めて，AVコンテンツへのアクセスを可能にするための技術である． 

Ms. P. Oreroがプレゼンを行って，アクセスサービスの標準化が提案された．プレゼンの後，アクセスサービスについ
ての議論があり，現在TA 16において原案レビュー中のIEC 62944が規定するアクセシビリティとの関係，非ヨーロッパ
言語への適用可能性等について質疑応答が行われた．プレゼン資料[7]から，字幕のフォーマットに関する内容を図2に
示す． 

図2 Hbb4Allで扱われる字幕のフォーマット設定

字幕については，各種言語に関するフォントの読み易さの基準を決め，ある閾値以上の読み易さを提供するフォント属
性(大きさ，太さ，タイプフェース，背景色とフォント色との関係，字幕上を動くフォントの移動速度など)を示すこと
が望まれるが，現状のHbb4Allにおいては，それらの技術的検討は行われていないとのことであった． 

提案元のThe project Hbb4Allは，"IEC TC 100での国際標準化を目指したい"との意向を示していたので，このトピッ
クは引き続き，22日のAGS会議でTC 100としての新規課題として議論された．AGSは，NP(新規業務項目提案)を提出する
前に，TA 16が扱っている他のAAL標準化課題との関連を調査することをTA 16に勧告した． 

3.2 IEC 62944 digital television accessibility

IEC 62944の2015年3月までの動向については，文献[5]で報告した．即ち，IEC 62944は，EBU(European blind union)
から提案されたDigital TV accessibilityに関する仕様であって，既にNPが承認され，TA 16においてプロジェクトが
立上って，NP投票で提出されたコメント処理が行われていた． 

日本からは，次の項目についてコメントを提出している． 

(1) User Interface Feature 
(2) Design of User Interface 
(3) Content Accessibility 
(4) Support External Accessibility 
(5) Other Feature 

ミラノ会議においては， US, Japan, China, Digital Europeからのコメントに対する詳細レビューを行って対処案を
検討し，規格のスコープを修正すると共に，外部機器(セカンドスクリーン等)についてはinformative annexに記載す
ることにした．CDテキスト案を2015年5月末までに作成してプロジェクトメンバのレビューを受けた後，6月中にCD処理
に入ることを決めた． 

フォントに関しては，規格原案の 5.7 Screen Fonts において， 
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Use on-screen fonts with high legibility properties. 

と規定しているが，high legibility propertis がどういうフォント属性であるかは規定されてない．(ISO/IEC 9541, 
Font information interchange もそのようなフォント属性は規定していない．) 

3.3 Update of AAL associated activities

AALに関連する次の組織の活動報告を確認した． 

3.3.1 IEC SyC AAL

2015年3月に開催された第1回会議の概要として，組織構成と活動計画とが報告された． 

組織構成 
Chairman Advisory Group Coordination 
Chairman Advisory Group Strategy 
4 WGs 

• User focus 
• Regulatory matters 
• Architecture and Interoperability 
• Quality and conformity assessment 

活動計画 
Finalize liaison agreement with Continua Health Alliance 
Approve ToR of WGs and Vision Statement 
Develop AAL taxonomy 
Develop report for SMB Meeting on 16 June 2015 
Develop SyC AAL business plan 
Establish liaisons with other SDOs 
Next meeting 18-19 November 2015, Tokyo 

3.3.2 ITU SG 16 activities on accessibility terms and definitions

TD 366 (WP 2/16)のF.ACC-TERM "Accessibility terms and definitions" (New): Output draft (Geneva, 9-20 
February 2015)をレビューし，用語の更新がないことを確認した． 

3.4 Maintenance of IEC 62731 text to speech

文献[1]においてその内容を紹介した 

IEC 62731, Text-to-speech for television - General requirements 

のメンテナンス作業が，2015年12月から開始されることが報告された． 

3.5 Amendment of existing TR on accessibility

文献[1]においてその内容を紹介した 

IEC TR 62678, Audio, video and multimedia systems and equipment activities and considerations 
related to accessibility and usability 

のメンテナンス作業が，2015年12月から開始されることが報告された． 

IEC TR 62678は，アクセシビリティ関連用語についてこれまでの使用例を整理して，その後のTC 100におけるアクセシ
ビリテイに関する標準化活動に参考データを提供している．そのTRの 

Annex B (informative) Comments about some IEC TC 100 standards which contain accessibility 
considerations 

においては，本学会で2009年から議論され[17]，その後TC 100/TA 10によって国際標準化された IEC 62665, Texture 
map for auditory presentation of printed texts が，TC 100のアクセシビリティ関連規格として紹介されている． 

4. 今後の課題

4.1 フォントのアクセシビリティ

フォントのアクセシビリティに関する IEC TC 100/TA 16での議論は，3.1 (Hbb4All)，3.2 (digital television 
accessibility) に示したとおりであるが，TC 100/TA 16にはフォントエキスパートは登録されていない．そこへのエ
キスパートの導入，または別のグループでの議論が必要である． 

日本国内では，フォントの見易さに関する調査研究が日本規格協会によって行われ，ディスプレイに表示するための
フォントに関する検討も併せて議論され，フォントの試作も行われた[11][12]．その報告書に示された課題の一部を次
に示す． 
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2. 基礎検討 
2.1　見易さ 
2.2　ディスプレイに関する検討 
2.3　画像情報伝送・表示 
2.4　色 
3. ディスプレイ対応フォントの属性 
3.1　既存の属性の拡張 
3.2　ディスプレイ固有の属性 
3.3　階調付け 
3.4　関連するフォーマティング属性 
4. 評価法 
4.1　適用範囲 
4.2　評価パラメタ 
4.3　評価方法 
4.4　基準フォント 
4.5　評価用テキスト 
4.6　評価用アンケート用紙 

字幕上を動く文字列[13]，フォントの表示形状の時間変化[14]等についても，検討が行われている．幾つかのフォント
プロバイダによって，ユニバーサルフォントと見易い書体の追求をテーマとする検討[8][15][16]が行われ，既に製品
も提供されている． 

これらの検討をさらに進めて，AALの国際的な議論に日本から寄与することが期待される． 

フォントの標準化に関連する国際標準化のグループとして， 

• IEC TC 100/TA 10 
• ISO/IEC JTC 1/SC 34/WG 8 

があるが，それらのグループがフォントのアクセシビリティについて関心を示すかどうかは，まだ明らかでない． 

4.2 手話通訳

ミラノ会議で初めてTC 100に提案されたHbb4All(3.1)の中には，手話通訳が含まれる．手話通訳については，既に 
ITU-Tがリレーサビスの中に導入して情報通信のアクセシビリティ向上を図り[9]，我が国のテレビ放送においても，字
幕に加えて，手話のアニメーションをコンピュータグラフィクスにより生成するサービスが検討されている[10]． 

日本国内では，日本手話，日本語対応手話，およびそれらの中間的な表現が使われていて，しかも地域による方言が多
い．米国においても同様の問題が存在する．2年前の報告ではあるが，文献[10]は，日本手話に限定しても，"任意の話
題の手話への自動翻訳は技術的ハードルが高くて現実的でない"と指摘している．このような手話の現状を考慮すると
き，Hbb4Allが目論む手話通訳サービスのどこまでを国際標準化の対象にできるかを，さらに検討する必要がある． 
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